
令和元年６月１３日（木）

令和元年度地域懇談会



１．軽米病院地域医療支援委員会

２．生活習慣病予防対策チーム

３．活動目的

４．メンバー

・ 生活習慣病予防のための

指導、援助、啓発活動

・小児及びその家族への生活習慣病予防の

ための指導、援助、啓発活動
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医師、管理栄養士、薬剤師、理学療法士

作業療法士、看護師



軽米病院スタッフの主な資格取得状況

• 糖尿病療養指導士 ８名

• 緩和ケア認定看護師 １名

• 糖尿病看護認定看護師 １名

• 呼吸療法認定士 ２名

• 消化器内視鏡技師 ９名

• 認知症看護認定看護師 養成課程修了

• 慢性疾患専門看護師 養成課程修了
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指導、支援の専門性を発揮するため



糖尿病教育入院支援

２週間のスケジュール超音波検査、ＣＴ検査
レントゲン検査、心電図検査、血管検査

神経障害検査、血液検査、尿検査

薬剤治療、治療食、療養指導を実施

• 管理栄養士 ：食事指導
• 薬剤師 ：服薬指導

• 理学療法士 ：運動療法指導
• 看護師 ：フットケア、療養面談

（生活の振り返りと退院後の生活目標の共有）4



外来患者さんへの支援

患者さんの状態に応じた治療、指導
• 管理栄養士：食事指導、糖尿病透析予防指導
• 薬剤師：インスリン注射、自己血糖測定指導
• 臨床検査技師：心臓超音波検査、血管や神経障害
の評価

• 看護師：フットケア、糖尿病透析予防指導、自己注射
手技や生活状況確認、通院中断者への電話訪問、総
合案内での患者さんの状態把握
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訪問診療

• 在宅療養の状況に合わせ、内科医師と
看護師が訪問

（１～２回／月、５～１０名の対象者）
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生活習慣病教室
• 内科医師、管理栄養士、理学療法士、

薬剤師、看護師

• 糖尿病について、高血圧症、脂質異常症、認知症
アルコール、食事、運動、薬、日常生活等の内容

• 年６回実施 （４月、６月、８月、１０月、１２月、２月）
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糖尿病講演会

糖尿病友の会（患者会）と連携し、毎年１１月に実施

• 糖尿病と心臓病
• 糖尿病と眼の病気
• 糖尿病にかかわる歯の疾患
• 食事療法について
• 透析予防について
• 災害時の注意点について
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二戸病院や八戸赤十字病院の
専門医師によるお話し



小児健康教室

• 小児科医師、管理栄養士、作業療法士
看護師、町の保健師

• 軽米小学校、小軽米小学校、晴山小学校
• 軽米中学校
• 生活習慣病について、食事、運動、睡眠
虫歯やメディア等の日常生活について
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学校への出前授業形式



高校生を対象とした生活習慣病予防講演

内科医師 ：体重の管理と生活習慣病

軽米高校、福岡高校、福岡高校定時制

福岡工業高校、伊保内高校、一戸高校

久慈高校、久慈工業高校、久慈東高校

大野高校、種市高校
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それぞれの高校への出前講演



特定健診結果の状況に応じた健康教室
（軽米町健康福祉課の皆さんと共に）

特定健診結果HbA1c：６％以上の４０～７０歳の方を
対象とした健康教室
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• 町の管理栄養士：食事指導
• 薬剤師（日本調剤）：自己血糖測定器指導
• 看護師：糖尿病についての話
• 食事を摂る前後の血糖測定体験
• 自宅での血糖測定体験

町の食堂やミレットパークで実施



出前版 生活習慣病教室

・ 看護師による、生活習慣病予防についての話

・軽い運動
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介護教室
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• ベッドや車椅子の移動、介助方法
• 体位変換・褥瘡（床ずれ）予防の方法
• おむつの使用方法、おむつ交換方法
• 感染予防、脱水予防（水分補給）

実際にベッドや車椅子を用いた体験



世界糖尿病デーのイベント

• 簡易血糖測定体験、簡易血管年齢測定体験
• 看護相談、軽運動
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糖尿病専門誌
「プラクティス」
取材、掲載
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◆今後の取り組み◆

• 患者さんにとって受診での処方や退院がゴール
ではなく、生活の振り返りや再スタートの機会！
生活を支えるために患者さんの状況を知る

• 多職種連携や地域の専門職の方々と、さらに
連携し、地域で暮らす方々への生活習慣病
予防啓発に取り組んでいく

• 今後も職員一人ひとりが地域に貢献できるよう
資格取得や研修会への参加、地域に出向いて
学ぶスタッフの育成
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